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A 妻 60 代 無 夫 60 代 夫婦 娘・息子 60 大腸癌 1 年 7 ヶ月
B 妻 70 代 無 夫 70 代 夫婦 娘 2 人 28 大腸癌 1 年 9 ヶ月
C 娘 40 代 無 父 70 代 夫婦 無 36 肺癌 1 年 8 ヶ月
D 夫 70 代 無 妻 70 代 夫婦 息子 2 人 78 肺癌 3 ヶ月
E 妻 60 代 無 夫 60 代 夫婦 息子・娘 30 肺癌 2 年
F 妻 50 代 無 夫 50 代
夫婦・患
者の母親
無 44 大腸癌 1 年 5 ヶ月
G 娘 40 代 有 母 60 代
一人
暮らし
息子・娘 34 大腸癌 1 年 4 ヶ月
H 妻 50 代 無 夫 50 代 夫婦 息子 3 人 64 肺癌 2 年 9 ヶ月
I 妻 50 代 有 夫 50 代 夫婦・娘 息子 45 大腸癌 11 ヶ月
J 妻 70 代 無 夫 70 代 夫婦 息子 3 人 85 胆管癌 2 年 3 ヶ月
K 夫 60 代 有 妻 60 代
夫婦子供 
3 人
無 30 大腸癌 3 ヶ月
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